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背景とねらい： 
近年、中枢神経炎症が疲労感や抑うつ気分の誘発に深く関与することがわかってきま

した。本研究では、動物試験において中枢神経抗炎症活性を有する可能性が見出された

酒粕エキスがヒトの気分へ与える影響について、理化学研究所が開発した主観的気分測

定のためのスマホツールを用いて検討を行いました。また、脳でのアミロイド形成は脳

機能低下に関与することから、動物試験の結果、アミロイド形成を抑制することがわか

った機能成分が多い酒粕を独自に選抜・加工し、作製した甘酒（高機能酒粕甘酒）につ

いても同様に検討しました。 

 
特長と効果： 
スマホツールを用いた日常生活における気分入力試験により、酒粕エキスや高機能酒

粕甘酒に気分改善効果が見出されました。健常人ボランティア（約 40名）を対象に、酒

粕エキスの長期服用が気分に与える影響について、主観的気分測定のためのスマホツー

ル（KOKORO スケール）を用いて検討しました（図 1）。酒粕エキスカプセル服用群はプ

ラセボ服用群と比較して、気分が改善される（やる気が増す）ことが明らかとなりまし

た。 

 

図 1 主観的気分を、スマートフォンを用いて入力できるシステム 

 

高機能酒粕甘酒の摂取についても気分への影響について、健常人ボランティア（23名）

を対象に検討したところ、就寝前の時間帯での気分（やる気）の改善効果や気分の安定

化がみられました。また、日常的に運動をしている人では、飲用期間をとおして気分（や

る気）の改善効果がみられ、特に起床時のやる気と就寝時の安心感の改善効果が大きく

なりました（図 2）。これらの結果から、高機能酒粕甘酒の摂取と運動との組み合わせに

より、その効果が高まる可能性が明らかとなりました。 

 

 
図 2 高機能酒粕を使用した甘酒摂取の効果 

 

社会実装の対象と可能性： 
研究成果を社会実装する主体としては、清酒製造場や甘酒等を製造する食品メーカー

等が想定されます。一方で、ヒトの脳機能に腸内環境が影響することが明らかとなり、

腸内環境改善に役立つ発酵食品が注目されています。日本固有の発酵食品の一つである

酒粕についても注目され始めましたが、科学的エビデンスが少ない状況でありました。

本研究により、酒粕エキスや機能成分を多く含む酒粕の摂取がヒトの脳機能（気分）改

善に役立つ可能性が示されました。現代のストレス社会において、意欲の低下や抑うつ

による社会的・経済的損失は大きく、酒粕を活用した機能性食品が、ストレス社会を生

きる人々の健康維持に利用されることが期待されます。 
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